
ベトナムは災害多発国で、近年は経済成⻑や

気候変動に伴い被害が拡⼤する傾向にありま

す。2020年から事業を実施しているCWS

Japanの対象地域では⼈⼝の8割が少数⺠族

で、⼈々は農業に依存しており、ベトナムの

なかでも特に開発が遅れている地域：チエム

ホア県です。チエムホア県では、洪⽔や⼟砂

災害による農地の破壊、物流網の⼨断、家屋

の損壊などの災害が⼈々の⽣活に与える影響

は⼤きく、地形的にも樹枝状に発達した河川

が複雑な流路網を有し、豪⾬時におけるベト

ナム北東部の遊⽔地となっているため、毎年

のように被害が発⽣しています。

このような状況に対して、わたしたちは2020

年から、外部専⾨家の協⼒のもと、災害リス

クアセスメント研修をオンラインにて実施し

ました。現地パートナー団体であるCWS

Vietnamが現地にて参加者に対する通訳、議論

の活性化、現地の⽂化や環境に則したより理

解しやすい研修内容の伝達を⾏い、オンライ

ンの研修であっても、研修内容に理解が⼗分

に得られるようにしました。そのほかに、実

地研修からオンライン研修へ変更したことに

よる研修内容への理解度低下を避けるため、

参加者間での相互な議論の場を設けたこと

で、活発な議論や質疑応答、意⾒交換が⾏わ

れました。そして、理解促進のために継続的

な課題を設けたことで、課題提出を通した
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研修参加者の理解度の確認を⾏うことができ

ました。また、議論をした結果、それぞれの

コミュニティにおいて頻発する災害の特質を

理解するなかで、その災害の経済的被害が⼤

きいにもかかわらず、コミュニティの⼈々に

よる防災への必要なアクションが取られてお

らず、効果的なリスク削減⾏動が⾏われてい

ないという課題があることが判明しました。

これまでの活動を踏まえて、今年開始する2年

次では、各地域にて頻発する災害リスクに対

しコミュニティレベルで具体的な対応策がと

れるよう、ハザードマップ作成及び運⽤に関

する政府関係者への技術移転（どのような災

害がどこで発⽣しているか住⺠がわかるよう

に可視化し、定期的に情報更新すること）に

加え、各対象コミュニティにおける⼈⺠委員

会等による防災マップ作成（コミュニティ内

のリスクの⾼い箇所を検分し、住⺠ができる

減災⽅法を検討し、リスクとリソースをマッ

プに落とし込むこと）を⽬標としています。

新型コロナウィルス感染症の終息が未だ⾒え

ないなかでの、事業の実施となりますが、感

染リスク軽減に⼗分に努めたうえで、⽬標達

成のためにできる⽅法を現地の⼈々と模索し

たいと思います。

（⽂：プログラム・オフィサー 西澤紫乃）

「気候危機とDRR〜仙台での約束を果たすた

めに〜」のセッションでは、発効から6年が

経つ仙台防災枠組の達成へ向けた進捗状況を

確認するとともに、NGO、ODA、企業など各

セクターの取り組みや連携事例を知り、仙台

防災枠組、SDGsの達成に向けた課題、今後

の取り組みについて東北⼤学、シャプラニー

ル、国際協⼒機構(JICA)の皆様と議論しまし

た。

CWS Japanからはパキスタンで実施している

⼲ばつ対策防災事業の発表を⾏い、国⼟防災

技術（株）の皆様との協働、コミュニティに

焦点を当てながらも、持続性を考えた技術協

⼒・技術移転、⼲ばつに有効なモデルを構

築・証明後のスケールアップ等の取り組みに

ついてお話しました。気候変動の影響も重な

り、今後⼲ばつは地域を超えた重要な問題で

す。⾮常に難しい課題ですが、だからこそ、

企業の知⾒、アカデミア・現地研究所の知

⾒、NGOの知⾒やコミュニティの知⾒全てを

総動員する必要があると考えていますし、そ

れがある意味、仙台防災枠組で提唱されてい

るマルチセクターアプローチの実践だろうと

思っています。今後、更に事業のエビデンス

を分析し、モデル化に繋げ、継続的に広く発

表をしていきます。

「NGOとの連携でインパクト拡⼤を⽬指す！

セクター横断ぶっちゃけ対談」はCWS Japan

有志メンバーとして参加しているNGO2030

というグループで主催しました。

2⽉14〜16⽇にかけてHAPIC（Happiness Idea

Conference：⽇本の国際協⼒業界で最⼤のコ

ンファレンス）が開催され、CWS Japanは２

つのセッション（「気候危機とDRR〜仙台での

約束を果たすために〜」と「NGOとの連携で

インパクト拡⼤を⽬指す！セクター横断ぶっ

ちゃけ対談」）に登壇しました。

昨今、甚⼤な⾃然災害が世界各地で頻発する

中、⽇常の活動により被害を軽減する「DRR

（防災・減災）」の重要性が⾼まっていま

す。

JANIC主催HAPIC2021
に登壇しました

写真：HAPICにおけるオンライン発表⾵景

https://hapiconf.com/


"更に社会的なインパク
トを⽣み出し、SDGsの
達成を考えるために
も、様々な分野でセク
ターを超えた協働関係
を構築する必要がある
と思います。"

技術の課題、知識・仕組みの課題・政策の課

題があり、NGOだけで解決できる問題ではな

く、重要なのは誰とどう組むか、でした。

例えば技術・リソースの課題に関しては国⼟

防災技術（株）の皆様に伴⾛して頂き、外務

省のNGO連携無償資⾦協⼒を活⽤しました。

これら全て現地NGOとのパートナーシップの

もとに⾏い、知識・仕組みの課題に関しては

現地コミュニティの委員会やテレビやラジオ

などのメディア、学校などと協働しました。

政策の課題に関してはアフガニスタンの国家

災害管理省、議員などにも加わって頂きまし

た。これら全てのステークホルダーとは、最

初から密接な関係にあったわけではありませ

ん。振り返ってみると、やはり共感ポイント

がそれぞれあり、それぞれの強みを活かして

初めて必要なインパクトが⽣み出せることを

学びました。

私達が防災事業で各国に伝えたいことは、防

災減災にはサイエンスがあり、⼈の命を救え

る余地がまだまだたくさんあるということで

す。私達も事業を通じて、社会を巻き込んで

インパクトを出す時の、セクターを超えた連

携、それを可能にする共感づくりなどが不可

⽋であることを学んでいます。

2030年に向け、更に社会的なインパクトを

⽣み出し、SDGsの達成を考えるためにも、

様々な分野でセクターを超えた協働関係を構

築する必要があると思います。そのためには

他セクターとの共感・協働ポイントや可能性

を更に学び、その協働をどうやったら可能に

できるかを模索する必要があります。CWS

Japanでは引き続き、積極的にこの分野を掘

り下げて事業における実践をしていきます。

（⽂：事務局⻑ ⼩美野剛）

このグループは、外務省のサポートも頂き

「2030年を⾒据えた⽇本の国際協⼒NGOの

役割：3つのあるべき姿と10のアクションプ

ラン」というレポートを出しており、2030

年を⾒据えNGOセクターのあるべき姿を模

索し、その変化に向けたカタリストとなるこ

とを⽬的としています。この調査レポートで

も明らかになったように、社会の諸課題に接

するNGOは「課題解決を推進するプロデュ

ーサーとしての役割」が期待されており、他

セクターとの戦略的連携が必須です。このセ

ッションでは朝⽇新聞、三井化学株式会社、

笹川平和財団、ジャパン・プラットフォーム

を含めNGO2030のメンバーと議論を深めま

した。

CWS Japanの事例共有では、アフガニスタン

での防災事業の発表を⾏いました。多くの国

がそうであるように、アフガニスタンにおい

ても、災害が発⽣したあとの対応ばかりに着

⽬し、防災・減災にまで⽬が向けられてきま

せんでした。結果、崩落のリスクがある崖な

ども特定されず、2014年には⼀瞬で2000⼈

が犠牲になる⼟砂災害が発⽣するなど、防げ

るリスクで命を落とす⼈が多いのが現状で

す。課題分析をしてみると、災害リスクの評

価が⼗分にできていないこと、災害リスク情

報を伝達する仕組みが整備されていないこ

と、防災・減災に関して進むべき⽅向性が明

確になっていないことなどが主要課題として

浮かび上がり、それぞれの課題に対して、対

応案や活動案を模索しました。結果、ハザー

ドマップ・防災マップの作成や減災知識の普

及啓発、政策提⾔などが主な活動として設定

されました。ただ、ここで問題だったのが、

⾼校⽣向け防災講座
を開催しました

今年の2⽉から3⽉にかけて、⾼校⽣向け防災

講座を計5回にわたりオンラインにて実施しま

した。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/files/000477259.pdfhttps:/www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/files/000477259.pdf


先だってCWS Japan職員が参加した、学⽣

団体によるイベントの参加者であった奈良

県の⾼校⽣団体から、防災について学ぶ機

会が欲しいとの連絡をもらったことをきっ

かけに、この講座は⽣まれました。

CWSJapan

@Japan_CWS

cws_japan
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難、といったトピックについて講義は進めら

れました。参加者である⾼校⽣に災害や防災

への興味を持ってもらえるよう、スピーカー

である職員は、実践演習やこれまでの災害⽀

援活動の事例を織り交ぜたり、写真や動画を

使って、できるだけ分かりやすくトピックに

ついて説明することを⼼がけました。

⾼校⽣にとって理解するのにやや難しい内容

もありましたが、知識や理解は深められたよ

うです。オブザーバーとして参加した私⾃⾝

も新たな気づきや情報を得ることができ、プ

レゼンテーションの教材を参考にして、⼩学

校５年⽣になる娘とも防災について話したり

しました。

オンラインであったこと、また参加⼈数が少

数だったこともあって、今回はインテンシブ

でより双⽅向的な講座となりました。最終回

では、これまでの講座をふり返り、学んだこ

とや取り組みが継続していかれることを意図

して、参加者⾃⾝に「わたしの防災アクショ

ンプラン」のプレゼンテーションに取り組ん

でもらったことで、災害や防災をより⾃分事

としてとらえてもらえた気がします。

⾼校⽣が防災について学ぶ機会を提供し、⼤

学での学びの⼀助となることをねらいとして

本講座を実施しましたが、「勉強をしていく

上でまた講義をしてほしい」という感想も寄

せられ、参加者の要望に⼗分応えることがで

きたのではないでしょうか。

これから、より多くの学⽣や若者に災害⽀援

や防災について関⼼を持ってもらい、災害時

の共助の輪を広めていくのに、今回の⾼校⽣

向け防災講座は⼤いに活⽤できるという⼿ご

たえを強く感じました。

（⽂：スタッフ ライン 静⾹）

写真：CWS Japan防災講座フライヤー

本講座は、防災を4つのテーマ ―  ① 地球

規模課題としてのレジリエントな社会の構

築・防災の潮流、② ⼈道⽀援の質と説明責

任、③ 災害に強い地域づくり、④海外にお

ける災害後の復興⽀援と防災⼒向上⽀援―
に分け、各テーマに詳しいCWS Japan職員

がスピーカーとなって経験や知⾒を共有

し、最終の5回⽬に、⾼校⽣参加者によって

防災アクションプランのプレゼンテーショ

ンを⾏う、というプログラム構成になって

います。４つのテーマという切り⼝で、災

害とは何か、世界で起きている災害、市⺠

のための仙台防災枠組み、⼈道⽀援の質や

定義、被災者中⼼の⽀援とは、CWS Japan

の災害⽀援経験から得た学び、災害に強い

地域⼒＝共助の⼤切さと社会資源、復興⽀

援の３つのキーワード（包摂性、適切な避

難、エンパワーメント）、地域を守る避

https://www.facebook.com/CWSJapan
https://twitter.com/Japan_CWS
https://www.instagram.com/cws_japan/

